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共同研究グループは、植物が病気から自分を守るための新しい仕組みを発見しまし

た。本研究成果は、病気に強い農作物の開発や農薬の削減につながる可能性がありま

す。本研究は英国の科学雑誌「The Plant Journal」の電子版に発表されました。 

<概要> 

私達の食卓を支える米、小麦、野菜などの農作物は、病原菌やウイルスといった病

原体の脅威に常にさらされています。これらの病害により、収穫量の減少や品質の低

下が引き起こされ、世界的な食料不足の一因となっています。一方で、植物はこれら

の様々な病害から身を守るために、我々ヒトとは異なる独自の免疫システムを持って

います。しかし、この免疫が必要以上に強く働きすぎると、自らの細胞を傷つけてし

まい、成長が妨げられてしまいます。そのため、免疫を適切にコントロールする仕組

みを理解することは、農業における病害対策や作物の改良にとって非常に重要です。 

研究グループはモデル植物シロイヌナズナを用いて、IMPA(インポーチンアルフ

ァ)1,IMPA2,IMPA4という 3つのタンパク質が、植物の免疫が暴走しないように調節す

る役割を果たしていることを明らかにしました。これらのタンパク質は植物ホルモン

の一種であるサリチル酸の量を適切に調整し、病原体への抵抗力を保ちながら、植物

が健康に成長するのを助ける「司令塔」として機能していることがわかりました。 

研究では、これら 3 種類のタンパク質を全て無くした植物を作成して成長や病原体

に対する免疫応答を調べました。その結果、この植物では葉が黄変し、根が短く、最

終的には枯れてしまうなど、成長に深刻な障害が生じていました(図１)。この結果

は、3つのタンパク質が植物の正常な成長に重要な役割を果たしていることを示して

います。一方で、この植物体では免疫応答が過剰に活性化されており、病原菌に対す

提 供 日     2024/12/13 

タイトル  植物の免疫を守るタンパク質の発見

担 当    静岡県公立大学法人 静岡県立大学 

食品栄養科学部 田村 謙太郎 

発信担当者  054-264-5707 静岡県立大学記者提供資料 

植物の免疫を守るタンパク質の発見 

-免疫暴走を防いで成長を支える仕組み-



る抵抗力が非常に高まっていることがわかりました。具体的には、アブラナ科炭疽病

菌(Colletotrichum higginsianum)を感染させたところ、通常の植物よりも症状が軽く、

菌の増殖も抑えられていました。この植物では免疫に関わる植物ホルモンのサリチル

酸が異常に多く蓄積しており、免疫関連遺伝子が活性化していることも確認されまし

た(図２)。蛍光タンパク質を用いて IMPA1,IMPA2,IMPA4が細胞内でどのように働いて

いるかを調べた結果、これらのタンパク質は細胞核と細胞質の間を行き来して働いて

いる可能性が明らかになりました。この働きが、サリチル酸や免疫関連遺伝子の調節

に重要であると考えられます。 

  

 

 

  



この研究成果は、病原体に対する植物の免疫システムの基本的な仕組みを理解する

上で重要になるだけでなく、農業における病害対策にも新たな可能性をもたらすこと

が期待できます。国際食糧農業機関(FAO)によると、病害や害虫による農作物の損失

は、世界全体で年間約 2200億ドルに達しており、約 3億人が充分な食料を得られてい

ない状況に陥っているとされています。本研究成果を応用することで、病害抵抗性の

高い作物を作ることで、収穫量を増加させ、将来の食料問題の解決にも貢献できる可

能性があります。 

 

<用語解説> 

シロイヌナズナ：アブラナ科の植物で、遺伝子配列が解読されており、植物科学研

究において広く用いられています。 

免疫システム：病原体から身を守るための防御の仕組みです。人間と同じように、

植物の場合も病原体の侵入を感知して防御物質を作り出すなどの反応をします。 

サリチル酸：植物自身が生合成する生理活性物質である植物ホルモンの一種で、病

原体に対する防御反応を誘導します。 

免疫関連遺伝子：植物の免疫の活性化に関わる遺伝子群。病原体の検出や防御反応

調節に重要な役割を果たします。 

細胞核：細胞内にある構造物で、内部に遺伝情報 DNAを保持して細胞の活動を制御



しています。 

細胞質：細胞内の細胞核を除いた部分で、生命活動を支える様々な化学反応が行わ

れる。 
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